
暮
ら
し
の
中
か
ら
、
男
女
共
同

暮
ら
し
の
中
か
ら
、
男
女
共
同

参
画
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

参
画
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

　
私
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
は
、
少
子
高
齢

化
や
人
口
減
少
な
ど
に
よ
り
大
き
く
変
化

し
、
働
き
手
の
不
足
や
介
護
の
担
い
手
の
確

保
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
直
面
し
て
い

ま
す
。

　
こ
う
し
た
課
題
に
向
き
合
い
、
持
続
可
能

な
社
会
を
築
い
て
い
く
た
め
に
は
、
性
別
に

か
か
わ
ら
ず
、
一
人
ひ
と
り
が
個
性
や
能
力

を
発
揮
し
、
互
い
に
支
え
合
う
こ
と
が
大
切

で
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
「
男
性
は
仕
事
、
女
性
は
家

庭
」
と
い
っ
た
固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
意

識
を
見
直
し
、
誰
も
が
希
望
す
る
生
き
方
を

選
べ
る
環
境
を
、
一
人
ひ
と
り
が
考
え
、
行

動
し
、み
ん
な
で
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

男女共同参画で考えるこれからの八頭町

Q  �次のような分野で男女の地位は平等に
なっていると思いますか。

分野によって異なる男女平等への意識

社会通念・習慣や
しきたりなどで

令和６年 八頭町男女共同参画に関するアンケート調査より

社会全体として

学校教育で

1.6％

0％ 50％ 100％

2.6％

0.9％

67.9％

57.9％

5.5％

10.3％
20.2％

24.2％

27％

15.3％

66.6％

女性のほうが優遇されている
男性のほうが優遇されている
平等である
その他

共
同
共
同
参
画
参
画

男女男女特
　
集

身近な暮らしの中にも、考えるきっかけがあります

男性が育児休業を
取るのは、
特別なこと？

地域の役員や
行事の担い手は、
いつも同じ人？

進路や働き方を、
性別を理由に
諦めていない？

家事や育児は、
女性が中心に
なってするもの？

働く場
　では…

学校
では…

家庭
　では…地域

では…

誰もが誰もが自分らしく自分らしく輝ける輝けるまちへまちへ
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男女がともに

参画する人づくり
　男女共同参画への理解を深め
る教育・啓発を進め、あらゆる
暴力を防ぐための啓発や相談・
支援体制の充実を図ります。

男女がともに

担う暮らしづくり
　多様な生き方や働き方を選択
でき、仕事と家庭を両立しなが
ら、健康で豊かな生活ができる
環境づくりを進めます。

男女がともに

支え合う地域づくり
　地域活動や防災・災害対策な
ど、さまざまな分野に男女が対
等な立場で参画し、協力し合え
る地域づくりを進めます。

プランの詳しい内容は、町ホームページをご覧ください。
問い合わせ  男女共同参画センター「かがやき」☎ 84–2361　　 ページ ID  0016416

第５次男女共同参画プランに関する問い合わせ

こ
れ
ま
で
の
取
組
と
、

こ
れ
ま
で
の
取
組
と
、

残
さ
れ
た
課
題

残
さ
れ
た
課
題

　
町
で
は
、
誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き
、
個

性
や
能
力
を
発
揮
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
、

男
女
共
同
参
画
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
17
年
に
「
八
頭
町
男
女
が
と
も
に
輝

く
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
を
制
定
し
、
翌
18
年

に
第
１
次
プ
ラ
ン
を
策
定
。
平
成
22
年
に
は

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
か
が
や
き
」
を

設
置
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、
社
会
情
勢
や

八
頭
町
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
計
画
を
改
定
し

て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
P
T
A
や
集
落
の
役
員
へ
の

女
性
登
用
、
男
性
の
育
児
休
業
取
得
な
ど
、

目
標
に
達
し
て
い
な
い
取
組
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
職
場
の
男
女
間
の
賃
金
格
差
や
、
家

事
・
育
児
の
負
担
が
女
性
に
偏
り
が
ち
な
こ

と
も
課
題
で
す
。
固
定
的
な
性
別
役
割
分
担

意
識
を
見
直
し
、
性
別
に
と
ら
わ
れ
な
い
登

用
や
、
仕
事
と
家
庭
を
両
立
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
一
層
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

八
頭
町
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

八
頭
町
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
見
え
た
こ
と

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
見
え
た
こ
と

　
令
和
６
年
の
八
頭
町
男
女
共
同
参
画
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
固
定
的
な
性

別
役
割
分
担
意
識
が
見
直
さ
れ
つ
つ
あ
る
一

方
、
家
事
・
育
児
の
負
担
や
、
社
会
全
体
で

男
女
が
平
等
だ
と
感
じ
る
人
の
割
合
に
は
課

題
が
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
男
女
が
対
等

に
働
く
た
め
に
必
要
な
こ
と
と
し
て
、
結
婚

や
出
産
に
か
か
わ
ら
ず
働
き
続
け
ら
れ
る
職

場
づ
く
り
や
、
育
児
・
介
護
休
暇
を
取
得
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　
こ
う
し
た
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
女
性

の
経
済
的
自
立
を
支
え
、
男
女
が
と
も
に
家

事
・
育
児
を
担
え
る
環
境
や
、
地
域
全
体
で

支
え
る
体
制
、
関
係
機
関
が
連
携
し
た
相

談
・
支
援
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の

男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
向
け
て

実
現
に
向
け
て

　

こ
う
し
た
課
題
や
調
査
結
果
、社
会
情
勢

の
変
化
を
踏
ま
え
、令
和
８
年
３
月
に「
第

５
次
八
頭
町
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」を
策

定
し
ま
し
た
。

　

プ
ラ
ン
で
は
、誰
も
が
人
権
や
個
性
を
尊

重
さ
れ
、家
庭
や
職
場
、地
域
な
ど
で
男
女

が
対
等
な
立
場
で
役
割
と
責
任
を
分
か
ち
合

え
る
社
会
を
目
指
し
ま
す
。
そ
の
実
現
に
向

け
、「
人
づ
く
り
」「
暮
ら
し
づ
く
り
」「
地
域
づ

く
り
」の
３
つ
の
基
本
目
標
を
掲
げ
、男
女

共
同
参
画
へ
の
理
解
を
深
め
る
啓
発
や
、仕

事
と
家
庭
を
両
立
で
き
る
環
境
づ
く
り
、地

域
活
動
や
防
災
分
野
へ
の
参
画
な
ど
を
進
め

ま
す
。

　

性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、一
人
ひ
と
り
が
自

分
ら
し
い
生
き
方
を
選
び
、互
い
に
支
え
合

え
る
ま
ち
へ
。
家
庭
や
職
場
、地
域
で
の
身

近
な
気
づ
き
や
行
動
を
、男
女
共
同
参
画
の

推
進
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

男女共同参画の推進に向けた第 5次プラン

基本目標Ⅰ 基本目標Ⅱ 基本目標Ⅲ

第５次男女共同参画プラン
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　弁護士によるなんでも相談や
DV相談、出張お仕事相談会（鳥

取県ふるさとハロー
ワーク八頭）など、
暮らしや仕事に関す
る相談を受け付けて
います。

さまざまな相談に対応

ぜひ一度
読んでみてぴょん！

　誰もが自分らしく輝けるまちを目指し、町では第５次
男女共同参画プランに基づき、さまざまな取組を進め
ています。その推進拠点となる男女共同参画センター
「かがやき」では、講座や啓発活動、相談事業などを通じ
て、男女共同参画への理解を深める機会を設けています。

　男女共同参画をテーマにした４コマ漫画を毎月、広報やず
に連載しています。令和８年 11月号で第 246回を迎え、
約 30作品ごとに冊子にまとめています。このほか、男女
共同参画フェスティバルやリーダー研修の開催、男女共同参
画かるたの普及、かがやき川柳の募集など、男女共同参画
について考える取組を進めています。

身近な情報発信で理解を広げる

４コマ漫画がおさめられている啓発冊子

　親子で楽しめる「父親の育児講座」や、女性
同士で学び、交流する「女子会＠やず」、男女共
同参画について学ぶ講座「かがやき広場」など
を開催しています。また、男女共同参画に関
する図書・絵本・DVDの貸出も行っています。

学びや交流の場づくり

父親の育児講座（親子スポーツ教室） 女子会＠やず（スマホ撮影講座）

男女共同参画センター「かがやき」 男女共同参画センター「かがやき」 を活用してみませんか？を活用してみませんか？

11月12日～ 25日は「女性に対する暴力をなくす運動」期間です
　配偶者やパートナーからの暴力（DV）、性犯罪、売買春、セクシュ
アル・ハラスメント、ストーカー行為など、女性に対する暴力は人権
を侵害するものであり、決して許されません。暴力は女性だけでなく、
男性も被害に遭うことがあります。「つらい」「こわい」と感じたら、
一人で悩まず相談してください。身近な人が被害を受けていると気づ
いたときは、話を聞き、相談窓口を伝えてください。
町の相談窓口  �男女共同参画センター「かがやき」☎ 84 – 2361 

※その他の相談窓口は、町ホームページをご覧ください。
男女共同参画関連の相談窓口 　　　　　 ページ ID 　0001023

相談窓口案内▶

弁護士によるなんでも相談
　偶数月の第１金曜日（祝日の場合は翌週の金曜日）
　13：30～ 16：30（１人 45分程度）
　 予約・問い合わせ  男女共同参画センター「かがやき」☎ 84-2361
出張お仕事相談会（鳥取県ふるさとハローワーク八頭）
　詳しい日程は広報やずの「ぴょんぴょんクラブ」をご確認ください。
DV相談 　「かがやき」の開館時間内に随時受け付けています。
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第 21
回 

第 21
回 八頭町

男女共同参画フェスティバル八頭町男女
共同参画フェスティバル  を開催します！

を開催します！～自分らしく だれもが輝ける 明日に向かって～～自分らしく だれもが輝ける 明日に向かって～
　「自分らしく　だれもが輝ける　明日に向かって」をテーマに、男女共同参画フェスティバルを開催
します。体験コーナーや絵本の読み聞かせ、講演会など、子どもから大人まで楽しみながら男女共同
参画について学べる催しが盛りだくさんです。
　この機会に、ご家族、ご友人をお誘い合わせの上、ぜひお越しください。

日 時 12月６日（日）10：00～ 15：30　 会 場  八頭町男女共同参画センター「かがやき」

一人ひとりが輝き、活躍できるまちへ
　男女共同参画は、家庭や地域、職場など、私たちの身近な暮らしに関わっています。一人ひとりの考えや個性を
認め合い、互いに支え合うことが、それぞれの力を発揮できるまちづくりにつながります。
誰もが自分らしく輝き、活躍できる八頭町を目指して、身近なことから行動してみましょう。
特集に関する問い合わせ 　男女共同参画センター「かがやき」　☎ 84 – 2361

講師の谷ノ上朋美さん

フェスティバルの内容

時間 10：00～ 15：30
　　 ※なくなり次第終了

キッチンカーが
やってくるよ！

　自分のこと、周りの人のことを考えるきっかけに。
講師のお話を通じて、新たな気づきや発見に出会ってみませんか。
時間  13：30～ 15：00
演題「普通ってなに？～違いがあっても、すべて大切ないのち～」
講師  谷ノ上 朋美 さん（俳優・看護師）

　 　　 ※ 講演会にあわせて託児を行います。希望される方は、
　  　　　 11月26日（木）までに電子申請または電話でお申し込みください。

飲食販売

時間 10：00～ 13：00

仕事に関する
悩みや疑問を
相談してみま
せんか！

時間 13：10～ 13：30

絵本の世界を
楽しもう！

出張お仕事相談会

絵本の読み聞かせ

講演会

時間 10：00～ 15：30

まだ使えるもの
を次の人へ！

時間 10：00～ 13：00

体験しながら
楽しもう！

体験コーナー

リユースコーナー

掘り出し物
に出会える

かも？

掘り出し物
に出会える

かも？

託児申込は
こちら➡

0505 －－YAZU 2026.11YAZU 2026.11


